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　研究の資料としている須田本家文書の所蔵者須田正男氏
の御尊父四郎さんは御母堂八重子さんの婿となられた方で
あるから、須田家のことについてよく御存じであったの
は御母堂八重子さんのほうである。しかし、八重子さん
は牛堀に屋敷があったことはまったく知らなかったとい
う。また、須田本家には牛堀の本宅を買い戻したのは八
重子さんの父駒之丞妹やおさん（慶応元年生。水戸市上
金町塙七兵衛妻）であると伝えられている。文書の写真
撮影を行いながら考えたことの一つに、閥所となって以
降の須田本家の人々の居所はどこにあったのかを明確に
しておく必要があるということである。これは須田本家
文書がどのように伝えられたのかを探ることにも通じる
であろう。以下、このことにつき現在までに把握し得た
ことについて報告したい。
　既に紹介したことのある新宅の須田幹三が記した
「宗家再興顛末録」（明治20年。茨城県歴史館所蔵）に
よると、須田本家は幕末水戸藩の政争渦中で門閥派に
与し、明治元年四月閥所の処分をうけ、財産が耀売に
かけられた。当主源之丞（文化7年10月～明治5年1月）
は長子内蔵八（天保元年12月～明治4年5月）とともに
江戸へ逃れ、内蔵八妻てるは長子駒之丞ほかとともにて
るの実家のある新治郡瓦谷村に潜居することとなった。
　須田本家文書中には明治2年の遍照寺門番と表紙に
72 人文科学研究所年報No．48
記された「御花売上控帳」とか、同年の「錦橋書房経
費控帳」がある。前者には浅草やその周辺の地名が散
見され、後者は他の破損文書からだが、浅草今戸橋に
あったことが推測される。源之丞と長子内蔵八は浅草
に潜伏していたのであろうか。
　明治4年7月廃藩置県が断行され、旧藩から罪を受
けた者が赦された際、茂十郎の帰籍も赦されたが、茂
十郎は明治5年1月に没し、また、内蔵八も逃走中に
江戸で没しており、10才であった駒之丞（文久3年～
明治45年7月）が家督を継ぐこととなった。茂十郎の
宅地・財産は、本家再興のため幹三父重作が借金をす
るなどして買い受けており、その旧・現宅地・財産が
駒之丞に譲渡された。譲渡されたのは須田重作「須田
源之丞為再興田地譲渡二付為取替謹文控」（茨城県歴史
館所蔵）によると、明治6年8月である。駒之丞が子
供だったため管財人が設けられたが、管財人となった
父方の二名の叔父が旧宅地や山林などを遊興の資とし
たため、本家再興は順調にはいかなかったようである。
羅売にかけられた屋敷がどのように再建され、須田本家
が具体的にいかに再興されていったのか明らかではない
が、「宗家再興顛末録」が記すところに従うと、須田本家
は明治20年までには一応再興されたと理解される。
　駒之丞が牛堀に居住していたことは、明治8年4月
の八筋川村黒田某宛米借用証文の署名が「第三大区小
二区常陸国行方郡牛堀村三番地須田源之丞」とあり
（明治8年では既述のごとく祖父・父ともに没しており、
源之丞を名乗れるのは駒之丞しかいない）、明治19年3月
の戸長役場文書の引継文書の宛名に「戸長代理書記須田
駒之丞」とあること、また、明治25年8月駒之丞は宅
地2畝22歩（字内川岸弐番）と木造瓦葺二階家1棟
（全宅地内建物）を買い受けているが、その売渡証の売
渡人が「行方郡香澄村大字牛堀壱番地須田源八」（源八
は古い分家）と記され、宛名が「全村大字全須田駒之
丞」と記されていることなどによって判明する。
　しかし、駒之丞は牛堀にはそのまま永住しなかった。
駒之丞は下総国香取郡宮本村飯田胤隆二女と離婚後、
水戸市大町相羽すず（明治3年1月～昭和9年8月）
と再婚しているが、再婚したのは須田四郎戸籍謄本に
よると、明治27年5月である。同謄本の前戸主欄須田
八重子（明治27年11月生）の本籍は茨城県行方郡香澄
村大字牛堀参番地となっているが、長女八重子さんが
牛堀に屋敷があったことはまったく知らなかったとい
う言い伝えを併せて考えると、駒之丞とすずの結婚生
活は牛堀では営まれなかったのではないかと思われる。
　すずの履歴書によると、すずは明治21年～同26年は
茨城県上市尋常小学校雇・準訓導を勤め、結婚後の明
治37年1月から東京市赤坂区私立氷川小学校裁縫科に
奉職、同38年11月から千葉県銚子町山中町自宅に於い
て裁縫並びに理論を教授、明治44年4月から茨城県行
方郡香澄第一第二尋常小学校代用教員を勤めている。
　以上の履歴からすると、駒之丞・すず夫妻が牛堀に
戻ったと考えられるのは明治44年である。長女八重子が
四郎と結婚したのは大正4年2月であるが、四郎は大正
5年以降茨城県行方郡潮来、麻生、津知の尋常高等小学
校訓導を勤めている。大正13年以降東京府立第6高等女
学校教諭はじめ東京で教職に就いているが、四郎が大正
5年に行方郡の尋常高等小学校に勤務していることは、
駒之丞・すず夫妻は明治44年には牛堀に戻っていたこと
を示すものと思われる。八重子さんが牛堀に屋敷があっ
たことをまったく知らなかったというのは、結婚した
頃までのことであったのではないのだろうか。
　四郎氏の生活の中心は東京に移ったが、長男為経・
二女悌子・三女和子・二男正男はいずれも本籍茨城県
行方郡香澄村大字牛堀参番地において出生している
　　（長女喜美子は茨城県新治郡土浦町851番地で出生）。
　駒之丞妹やおさんが本宅を買い戻したという言い伝
えは確認できなかったが、以上のように捉えてくると、
明治6年屋敷はじめ須田本家の旧財産は駒之丞に譲渡
され、それ以降駒之丞が牛堀を離れることはあっても
屋敷などは存続していたと考えられる。須田新宅文書
で整っているのは天保～慶応期の文書と言われるが、
その中にはかつては本家文書であったものも含まれて
いることからすれば、それが本家の屋敷であったかど
うかはわからないが、須田本家文書は新宅で管理され、
駒之丞に財産が譲渡されて以降新宅から返されたと考
えるのが自然であるように思われる。
　最後に須田本家の幕末～現在にいたる略系図を掲げて
整理しておく　（「須田家文書解題」、文部省史料館『史料
館所蔵史料目録』第19集所収、昭和47年3月、参照）。
